
 10月１２日（土）、生涯学習センターにおいて「ともフェス２０２４」を開催しました。 
ともフェスは、障害のある人が、地域の中であたりまえに暮らし、地域の一員としてともに生活し、

社会参加できる共生社会の実現に向けた第一歩として、平成２５年度から行っているイベントです。    
障害福祉関係団体・事業者（２９団体）により、ステージイベントや自主製品の販売などが行われま

した。会場には約４５０人の市民が訪れ、障害のある人への理解が深まりました。 
開会式に引き続いて行われた絵画コンクールの表彰式においては、入賞者に賞状及び副賞が贈ら

れ、家族の方や支援者の方が一緒に喜ぶ姿が見られました。 

来場者からは、「ダンスを発

表する姿を見て感動した」「名前

を手話でできるようになった」

「様々なことが体験できて楽し

かった」などの感想をいただき

ました。 

各体験・販売コーナー ステージでは、合唱や楽器演奏、手話でクイズ、

ダンスが披露され、大いに盛り上がりました。 

ともフェス２０２４ 

販売・体験ブースの様子 

スポーツ体験 

協賛企業様からは、たくさんの 

協賛品をいただき、来場者に配布し

ました。 
ミニロボットを使ったサッカーやボッチャ

など障害者スポーツを体験しました。 

ステージイベント 

お互いを尊重し、支え合いながら、地域の中で共に暮らしていくためには、市民の方の理解促

進が何よりも重要です。より多くの市民の方に障害のことや障害のある人のことを知ってもらう

ことができるよう、今後も理解促進・普及啓発に努めます。 

 

「笑顔で自分らしく暮らす共生社会の実現」  担当：障害福祉課  内線405３ 

絵画ｺﾝｸｰﾙ表彰式 ～開会式～ 

藤枝ろうあ部によるミニ手話教室 

絵画コンクールは、昨年度から実施され、市

内事業所や特別支援学校などから、昨年度よ

りも多い７４点の力作が応募されました。イベ

ント当日、入選者に対し表彰式を行いました。 

部門：小学生の部、中・高生の部、一般の部   

各部門金賞1名、銀賞2名、銅賞３名 

を開催しました！！ 


